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注意１：一行に送信できる文字数は37文字
までです。
注意２：一行の送信完了後、OKまたはERROR
の返送文字を確認した後、次の行を送信す
る様にしてください。
注意３：ターミナルから手動入力する場合は、
ローカルエコーをONに設定してください。

■入力端子■入力端子■入力端子■入力端子■入力端子
本器にはCN12～ CN15の４個の入力端子があり
ます。コネクタ番号はページ１５の表３、端子
番号は表４です。

本器のコマンドは文字列と終端記号で構成され
ます。
文字列は先頭に区分文字２文字とパラメータで
構成され、終端記号として改行コード(CR:0x0D)
を送ります。多くのターミナルではこの改行
コードはENTERキーを押す事で発生させる事が
できます。説明は英大文字を使用しています
が、文字自体をコードに対応させるPCDコマン
ド（下記参照）を除いて、英小文字でも同様に
扱われます。
「PCR51」「pcr51」「pcR51」は全て同じ意味にな
ります。
コマンドに対しては、RBIO-4Sから応答が返さ
れます。応答は正常を示す「OK」とエラーを示
す「ERROR」、結果要求を行うコマンドに対する
応答の３種です。
なお、改行のみを入力した場合は何も返送され
ません。
本器をコントロールするコマンドは二系統に分
かれます。
「PC」系：リレーを個別にコントロールします。
「RC」系：本来はロボットアームをコントロール
するために存在するコマンドですが、RBIO-4S
には、ロボットアームを直接接続する事はでき
ません。機械系リレーを持つ出力ボード「RBIO-
1」との互換性維持のために、このコマンドは存
在します。
上記「PC」「RC」は論理上の区別で物理的な接続
には関係しません。
RBO-4Sでもロボットコマンドは有効です。

●Ｉ／Ｏコントロール用●Ｉ／Ｏコントロール用●Ｉ／Ｏコントロール用●Ｉ／Ｏコントロール用●Ｉ／Ｏコントロール用
↓は改行コードを示します。
「PC」 引き続き「R」,「D」,「T」,「A」の一文
字とパラメータで構成されます。
「PC」の文字以降のコマンドは、「D」コマンドを

ＮＧ ＯＫ

ＳＴＯＰ

５Ｖ

ＩＮ

ＧＮＤ

5V

GND

IN

基板
ＲＢＩＯ－４Ｓ

スイッチの様な、接点信号を接続する場合は
GNDとIN間に接続してください。
この接続では電源が不要なため、5V端子は解放

とします。本器の入力
（IN端子）は内部で10K
Ωの抵抗で5Vに接続さ
れています。
スイッチを「切」状態
（解放と同じ）にする
と、入力（IN端子）はこ

の抵抗により 5V となります。またスイッチを
「閉」（GNDとショートさせる）にすると、入力
（IN端子）は0Vとなります。
FBコマンドにより、入力端子の状態問い合わせ
を行うと、結果として、
スイッチ開→入力5V→255
スイッチ閉→0V→0
と「解放で255」、「ショートで0」が戻されます
ので注意してください。
また入力（ＩＮ端子）は直接、電圧を入力する
事ができます。この場合の耐電圧は±24VでRS-
232の様な信号を直接接続できます。論理の切
り替わり電圧は＋2.5V程度ですが、素子の固有
値や温度で変化するため、なるべく0～5V以上
の振幅を入力してください。
入力端子に出ている5Vはセンサ等の動作用電源
ですが、出力可能な電流が４個の端子の合計で

最大最大最大最大最大 5050505050 ｍＡｍＡｍＡｍＡｍＡと大変少なくなっていますので注
意してください。

ＧＮＤ

ＩＮ

スイッチ

■コントロールコマンド■コントロールコマンド■コントロールコマンド■コントロールコマンド■コントロールコマンド
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除き、一行内に複数記述できます。「D」コマン
ドのみ、他のコマンドの一番最後か単独の行が
必要です。一行内で同一リレーに対する操作を
行った場合は最終の状態に従います。
例：PCR21R20↓ 同一のリレー2に対してONの
指定とOFFの指定を行っています。この場合は
最終のOFF状態が結果になります。
例：PCR21XYR20↓ 上の例と同じく、同一のリ
レー2に対してONの指定とOFFの指定を行って
いますが、途中にエラーになる文字 XY が存在
します。この場合は最初のONを実行した時点で
エラーになるため、最終結果はONになります。

　コマンド：PCRnp↓
指定リレーをON,OFFさせるコマンドです。

 nはリレー番号で0～9、pは動作指定で0でOFF、
1でONになります。
リレー番号に数字以外及び動作指定が0,1以外
ではエラーになります。
一行での複数指定が可能です
例：0,1,3をON,2をOFFにする場合
PCR01R11R31R20↓ 順番に意味はありません。任
意の順に記述してください。
もし同一リレーに対する異なった指定がある場
合は最後に出現した指定に従います。
PCR51R50 リレー５はOFFになる。
応答：OK正常　ERROR不正な文字がある。

　コマンド：PCDst↓
リレーの直接ON/OFF指定

 sとtはリレー番号9から5と4から0のON,OFF
を一文字で直接指定します。
 指定にはASCIIコードの知識があれば便利です
が、対応コード表を参照して実行してくださ
い。どちらかと言うと、直接キー入力に使用す
るより、機械が外部をコントロールするのに便
利なコマンドです。
応答：OK正常　ERROR不正な文字がある。

sとtには任意の文字を記述できますが、ASCII
コードの下5bitがそのままリレーのON/OFFに
対応します。

　コマンド：PCTnttt↓
時間指定でリレーＯＮ

指定のリレーを、0.1秒から25.4秒間で指定さ
れた時間ONにするコマンドです。
nはリレー番号で0～9、tttは時間を指定しま
す。
tttの単位は0.1秒で1から254（25.4秒）まで
指定できます。
254を越える999までの数値は最大の254と見な
されます。
tttの次が改行コード（行の終了）の場合は、ttt
の桁数は数字として意味のある桁数、1,2,3桁
で可能ですが、４桁ある場合はたとえ先頭が0
でもエラーとなります。
例えばtttが5,05,005 これは全てOKで同じ0.5
秒を表します。0005はエラーとなります。
リレー9を0.5秒ONさせる操作、PCT95↓ PCT905
↓ PCT9005↓ これらはOK　PCT90005↓は×。
このコマンドも一行に複数記述可能ですが、複
数記述の場合はtttの部分が３桁の固定文字数
でなけれななりません（不足する場合は０を入
れる）
例：リレー3,4,5を1秒2秒3秒間ONさせる
PCT3010T4020T5030↓
応答：OK正常　ERROR不正な文字がある。

　コマンド：PCAn↓
動作報告

指定リレーの動作状況報告を要求するコマンド
です。
nはリレー番号で0～9です。
応答として、一つの要求に付き、動作時は'1'
停止時は'0'の文字が返送されます。
さらに改行後にOKまたは続きの文字列に対する
ERRORが返されます。
例：リレー0,1,3が動作中（ON） リレー2が停
止中（OFF）として
PCA0↓   結果は 1
PCA1↓   結果は 1
PCA2↓   結果は 0
PCA3↓   結果は 1
同一行に任意の順番で続けて指定する事もでき
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ます。結果は出現順に戻されます。
PCA0A1A2A3↓   結果は１行に 1101 が戻され
ます。
さらに、他のコマンドと同時に使用してもかま
いませんが、操作を伴う場合は評価（PCAコマ
ンドの記述）時点での結果が得られます。
例：リレー３に対して、リレーON、状態報告、
リレーOFF、状態報告を指示した場合。
PCR31A3R30A3↓　結果は 10 になります。一回
目の報告要求の前に同リレーをONするコマンド
があるため、一回目の報告時にはONになってい
ます。また二回目の報告要求までにOFFの指示
があるため、二回目の報告はOFFになります。
実際のリレー動作は最終結果のOFFとなります。
最終まで正常実行された場合は、改行した後、
OKの文字が、続きのコマンドがエラーになった
場合は改行後ERRORの文字が戻されます。
例：先の例と同じ動作で、
PCR31A3R30A3ABCDEFG ↓と入力した場合は、
PCR31A3R30A3まで正常に実行されるため結果 10
が得られ、リレー5もOFFになりますが、次の
ABCDEFG の文字列はエラーのため、この時点で
中断され、次の行にERRORが戻ってきます。

●ロボットコントロール用●ロボットコントロール用●ロボットコントロール用●ロボットコントロール用●ロボットコントロール用（（（（（互互互互互換換換換換用用用用用）））））
↓は改行コードを示します。
RCに引き続き RR,RL,SU,SD,AU,AD,NR,NL,FO,FC
の文字とパラメータで構成されます。
PCコマンドと異なり、一行には、一つの指令し
か記述できません。
結果はOK,ERROR,0,+,- が返されます。
全てのRCコマンドは同一の形式で、RCに続けて
２文字の指示とパラメータを記述します。例え
ば土台を右回転させるコマンドは RCRRppp↓ と
なります。
pppはパラメータで動作の指定で以下の様にな
ります。
停止を行う場合は数字の 0 または省略。
連続回転を行う場合は文字 C
動作状態を調べる場合は ?
指定時間のタイマー動作を行う場合は0.1秒を
単位とする、 1 ～ 254 の数字を指定します。
255 ～ 999 の数字でもエラーにならず、最大
の254と解釈されます。
注意：数字の指定は最大３桁です。 4,04,004は
全て同じ値になりますが、0004 はエラーになり
ます。

？に対して次ぎの応答があります。
数字の 0 停止中、記号 + 正方向動作、記号 -
逆方向動作。
なお、 ? と停止（時間指定を0にする）コマン
ドは、同じ軸の動作で２種類のコマンドがあり
ますが、結果は同じになります。（R C R R ?と
RCRL?、RCRR0とRCRL0等）
正方向と逆方向の定義ですが下のコマンド表の
（ ）の中に（+）と（-）で示します。+-の基準
はロボットアームのモータの回転方向（モータ
に送る電圧の極性）を基準にしています。
また右、左はロボットアームから見ての方向を
示します。

RCに続く二文字は以下の通りです。 RCも含めて
示します。
RCRR 土台を右回転させます（-）
RCRL 土台を左回転させます（+）
RCSU 肘を上に上げます（-）
RCSD 肘を下に下げます（+）
RCAU 腕を上に上げます（+）
RCAD 腕を下に下げます（-）
RCNR 手首を右に回転させます（+）
RCNL 手首を左に回転させます（-）
RCFO 指を開きます（-）
RCFC 指を閉じます（+）

例：
手首を連続で右回転  RCNRC↓
土台を10秒間左回転  RCRL100↓
腕の上げ下げを停止します RCAU0 ↓または
RCAD0↓ （RCAU↓または RCAD↓ でも停止し
ます）
土台の回転を調べる  RCRR?↓またはRCRL?↓

■サーチコマンド■サーチコマンド■サーチコマンド■サーチコマンド■サーチコマンド
基板上の４個の入力状態を調べるコマンドです
FBに続き入力チャンネル番号 0 ～ 3 を指定し
ます。
PCコマンドと異なり、一行には、一つの指令し
か記述できません。
結果は0か255の数字で返されます。
入力端子とGND間を短絡（電圧=0V）の場合は0
に、入力端子を解放または5Vに接続（電圧＝5V）
の場合は255が戻されます。
例：ch2の状態を調べる  FB2↓
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■■■■■ ATATATATAT コマンドコマンドコマンドコマンドコマンド
ATコマンドはモデムのコントロールに使用する
汎用的なコマンド体系です。
本基板をターミナルに接続した場合、ターミナ
ルの仕様で、ATコマンドが送られてくる場合が
あります。これに対処するため、ATDを除く、AT
で始まる文字列に対してOKを返送します。
またATDは電話をかけるためのATコマンドで、
一部のターミナルでは電話をかけないと先に進
まない仕様となっています。これに対処するた
め、ATDで開始される文字列が送られて来た場
合には、約1秒後に「CONNECT 9600」の文字列
を返送する様になっています。ターミナルは、
この文字列により、電話先が応答した状態と認
識します。
なおATD以降は何を書いても無視されますので、
適当な電話番号を設定しておけば接続できま
す。

■緊急停止■緊急停止■緊急停止■緊急停止■緊急停止
基板のSTOPボタンを押してください。全てのリ
レーはOFFになりす。
なお停止と同時に、ターミナル上に「RBIO-4 I/
O Control Verx.x」（x.xはバージョン番号）を
表示します。
後述の電源コントロール接続を行っている場合
も一度出力がOFFになり、その後入力0の状態
に従いますが、この時点でシリアルの送信が許
可されていない場合は、「RBIO-4....」のメッ
セージを送信しようとして停止してしまいま
す。

■コマンドステータス■コマンドステータス■コマンドステータス■コマンドステータス■コマンドステータス
コマンドの実行結果を示す赤と緑のLEDランプ
が基板に実装されています。
赤色LEDランプが点灯 <- コマンドエラーの場
合（ターミナルにERROR文字が返送される）
緑色LEDランプが点灯 <- 正常実行された場合
（ターミナルに結果かOK文字が返送される）
表示は次のアクションがあるまで、変化しませ
ん。

■リレーステータス■リレーステータス■リレーステータス■リレーステータス■リレーステータス
I/Oコネクタと半導体リレーの間にある赤色の
LEDランプは半導体リレー動作のモニタ用です。
動作状況を把握しやすくするため、半導体リ

レーを実装している場合は、明るく、未実装の
場合は、やや暗く点灯します。

■■■■■ W i n d o w sW i n d o w sW i n d o w sW i n d o w sW i n d o w s でコントロールするでコントロールするでコントロールするでコントロールするでコントロールする
場合場合場合場合場合
空いているCOMポートにRBIO-4Sを接続します。
初めて使用する場合はRBIO-4Sをモデムとして
登録するため、新しいハードウエアの追加を起
動させて自動認識を行ってください。自動認識
が成功すると、標準のモデムとして認識されま
す。自動で発見できない場合は、手動で「標準
9600 bpsﾓﾃﾞﾑ」をインストールしてください。
ターミナルソフトターミナルソフトターミナルソフトターミナルソフトターミナルソフトを立ち上げます。
Windowsにはハイパーターミナルが付属してい
ます。スタートメニュー、プログラム、アクセ
サリとたどって、ハイパーターミナルを起動
（フォルダが開く）します。ハイパーターミナル
を格納しているフォルダが見あたらない場合は
インストールされていませんので、アプリケー
ションの追加と削除からインストールしてくだ
さい。ハイパータミナルは通信のサブカテゴリ
にあります。
初めて起動させる場合は、ハイパーターミナル
のホルダからHypertrm(.exe)を起動させます。
接続名を入れる所に適当な名前を付けます
「RBIO」等、アイコンの選択もできます。「OK」で
電話番号のダイアログが表示されますので「電
話番号」に適当な数字「0000」等を入れます。「接
続方法」から、先ほど認識させた、標準のﾓﾃﾞﾑ、
又は、標準 9600 bpsﾓﾃﾞﾑ、選択します。
「OK」で「接続」のダイヤログが表示されますの
で、「ﾀﾞｲﾔﾙ」をクリックします。
すぐに接続が完了してターミナル画面になりま
す。「接続」のダイヤログが何時までも表示され
ている場合は接続ミスが考えられます。次の項
目を参照して対処してください。
うまくターミナルが起動できた場合は、「ﾌｧｲﾙ」
メニューから「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｰ」を選択し、「設定」の
タブから「ASCII 設定」を選択し、「ﾛｰｶﾙｴｺｰ」
にチェックを入れて、閉じてください。
ターミナル画面でAT又はatをタイプして、画
面に表示される事と、ENTERを押す事でOKが表
示される事を確認してください。
キーを押した瞬間にカーソルが消滅して、以後
のキー入力を受け付けなくなった場合は、接続
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ミスです。次の項目を参照して対処してくださ
い。
ハイパーターミナルを終了する際に、保存を選
択しておけば、指定した名前のターミナルが作
成されます。次回からは、専用のターミナルを
起動すれば設定の必要がなくなります。

■うまく動作しない場合は■うまく動作しない場合は■うまく動作しない場合は■うまく動作しない場合は■うまく動作しない場合は
電源は正常ですか
電源には、安定化安定化安定化安定化安定化された9V ～ 12V を必要とし
ます。またコネクタのセンターは+になってい
ます。通常市販されている、ラジカセ等のACア
ダプタは 9V で 200mA 以上の表示があれば、
動作する可能性もありますが、非安定アダプタ
となっているため、お勧めできません。

緑色緑色緑色緑色緑色 LED ランプが点灯点灯点灯点灯点灯しますか
電源が正常に供給されると基板上の緑色LEDが
点灯します。

ターミナル設定は大丈夫でしょうか
本器は基板から入力文字に対するエコーバック
を返しません。ターミナル設定では必ずローカ
ルエコーの項目にチェックを入れてください。
また通信条件である9600bps、データ8bit長、
パリティ無し、ハードウエアフロー制御（RS,CS
制御、RTS,CTS制御と記載されている場合もあ
る）に設定してください。

・ケーブルはストレートですか
本器の232ポートのコネクタはモデムと同じDCE
結線になっています。使用するケーブルはスト
レート結線（モデム用）を使用してください。ま
た25Pから9Pに変換するアダプタを利用する場
合はストレートタイプを使用してください。
・接続は確実でしょうか
コネクタを確実に結合しているか、もう一度点
検してください。
接続、ターミナルソフトに問題点が見あたらな
い場合は、基板のSTOPボタンを押してみてくだ
さい。ターミナル上に「RBIO-4 I/O Control
Verx.x」と表示されれば、接続は正常と見なせ
ます。
この場合は一方向だけですが、基板 -> PC で
通信できた事になります。

ここでATとリターンキーを押してOKが表示さ
れれば双方向とも通信が正常と見なせます。
基板のSTOPボタンを押しても、何も表示されな
い場合は、単独で解決させるのはむつかしく、
相手になるもう一つのターミナルをインターリ
ンクケーブルの様な相互接続用ケーブルで接続
してテストし、原因を特定しなければなりませ
ん。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
これ以降の項目は、通常の使用では必ずしも必
要としません。
PDA 等の特殊環境でうまく動作しない場合や、
電源コントロール接続が必要な場合に参照して
ください。
電源コントロール接続は入力ch0とリレー0を
結合して、外部からの電話（ベル）でPCの電源
を入れ、RS232コントロールで電源を切断する
ためのモードです。

■特殊モード■特殊モード■特殊モード■特殊モード■特殊モード
特殊モードは本基板の動作を変更するための
モードで、設定によっては希望の動作にならな
い場合がありますので、注意して利用してくだ
さい。
なお、基本動作状態以外に設定を変更した場合
の動作は保証対象外とさせていただきます。

基板の動作モードはコントロール用 I C 、
PIC16F84のEEPROMに記録されています。
これを便宜上S0からS9と呼ぶ事にします。S0
からS9はそのままPIC16F84のEEPROM、0～9番
地に対応しています。また内容はASCIIコード
'0'～'9'に対して、バイナリの数値00～09を
使用しています。
この内容を書き換える事で基板の動作を変更し
ます。書き換えはターミナルから送る文字列と
基板のSTOPボタンを使います。
ターミナルから文字を送る必要がありますの
で、最低限の接続が完了していないと利用でき
ません。

●特殊モードに入るには●特殊モードに入るには●特殊モードに入るには●特殊モードに入るには●特殊モードに入るには
基板上のSTOPボタンを押したまま電源を入れま
す。
赤と緑の両方のLEDランプが点灯します。ここ
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でSTOPボタンを離します。

●特殊モードの動作●特殊モードの動作●特殊モードの動作●特殊モードの動作●特殊モードの動作
特殊モード中はRS232の内、基板に向かう方向
の信号しか使用しません。
基板から信号を送り返す事はありません。
書き換えには次の文字列「Sn=p」を使用します。
Sは英大文字で小文字のsはエラーになります。
次のnには'0'～'9'の数字文字が入ります。
=は英文字の = です。次のpにはパラメ－タと
して'0'～'9'の数字文字が入ります。
終端の改行(enter)は不要ですが、入力しても
無視されます。
例えばS3の内容を2にするには「S3=2」とタイ
プする事になります。
正常に入力した場合は基板上のLEDが緑点灯の
みとなり、赤色は消えます。
ここで、二つの選択が可能です。
1:書き込みを実行する場合  基板上のSTOPボ
タンを押します。一瞬LEDが消えてすぐに赤、緑
の両方が点灯します。これで該当パラメータが
書き換えられています。続けて作業が可能で
す。
2:中止する場合 ターミナルからさらに文字を送
ります（スペース等が適当）これで、パラメー
タ入力がエラーとなりますので、次のエラーの
場合に進んでください。
エラーの場合
入力の文字列は上記以外では全てエラーになり
ます。すなわち先頭がSではない、次の文字が
数字ではない、さらに=が続かない、パラメー
タが数字ではない、5文字以上入力した。
以上の場合は、エラーが判明した時点で赤色
LEDが点灯し、緑色LEDが消灯します。
エラー状態は基板のSTOPボタンを押す事でクリ
アされ、最初の赤、緑、両LEDの点灯に戻りま
すので作業を続ける事ができます。

●特殊モードの終了●特殊モードの終了●特殊モードの終了●特殊モードの終了●特殊モードの終了
電源を切断してください。

パラメータと動作内容パラメータと動作内容パラメータと動作内容パラメータと動作内容パラメータと動作内容
S0S0S0S0S0　STOPボタン押した場合の文字列送出。
S0=0　STOPを押すと RBIO-4 I/O Control....

の文字を返送（初期値）

S0=1　STOPを押しても文字列を返送しない

S1S1S1S1S1　終端文字列の扱い
S1=0　コマンドの終端はＣＲとＬＦの両方を認

識する（初期値）
S1=1　コマンドの終端をＬＦのみとする
S1=2　コマンドの終端はＣＲのみとする
S1=3　使用禁止（終端が認識できなくなる）
S1=4　コマンドの終端はＣＲとＬＦとし、受信

後０．５ｍＳ待ってＲＴＳをＯＦＦ
S1=5　コマンドの終端をＬＦのみとし、受信後

０．５ｍＳ待ってＲＴＳをＯＦＦ
S1=6　コマンドの終端はＣＲのみとし、受信後

０．５ｍＳ待ってＲＴＳをＯＦＦ
S1=7　使用禁止（終端が認識できなくなる）

S2S2S2S2S2　電源コントロール接続指定
S2=0,2 通常の動作
S2=4,6 通常の動作 （リレー０のタイマーだけ
１.6秒単位）
S2=1　ch0入力とリレー0の出力をレベルモー

ドでリンク 0.1秒単位のタイマー
S2=3　ch0入力とリレー0の出力をエッジモー

ドでリンク 0.1秒単位のタイマー
S2=5　ch0入力とリレー0の出力をレベルモー

ドでリンク 1.6秒単位のタイマー
S2=7　ch0入力とリレー0の出力をエッジモー

ドでリンク 1.6秒単位のタイマー

S3S3S3S3S3　エラー時のデバッグ情報
S3=0　エラー時は通常動作
S3=1　エラー時にデバッグ情報を返送
S4S4S4S4S4　返送指定
S4=0　通常動作
S4=1　サイレントモード

S5S5S5S5S5　電源コントロールのタイマー値指定
S5=0: 30秒 S5=5: 4分
S5=1: 1分 S5=6: 5分
S5=2: 1分30秒 S5=7: 6分
S5=3: 2分 S5=8: 6分46秒（最大値）
S5=4: 3分 S5=9: 連続

S6～S9 現在未使用

使用例
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れなくなります。

S5S5S5S5S5　電源コントロールのタイマー値指定
S2で電源コントロールを行っている場合に入力
0でセットされるリレー０タイマーの値です。
なお、タイマー値はS2でのモードが1.6秒単位
の場合の値です。0.1秒モードでは1/16（16倍
速くなる）になります。
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電源－

電源＋

ＡＣプラグ

ＡＣアウトレット
2.1φＤＣジャック

2.1φＤＣプラグ
221
ZNR

NO
COM

220
ZNR

コイル
(DC12V)

リレー

のＩ／Ｏｺﾈｸﾀ
ＲＢＩＯ－４Ｓ

高容量リレーを追加する高容量リレーを追加する高容量リレーを追加する高容量リレーを追加する高容量リレーを追加する

AC100Vの開閉や高電流の開閉が必要となった場合は、本器の半導体リレー出力（接点）を使って、
さらに容量の大きなリレー（機械式または半導体リレー）を駆動します。上記の回路例ではRBIO-
4Sの電源が12Vである事から、リレーのコイル電圧として12Vを選択して、電源を共通化していま
す。リレーコイル用の電源を別途用意する場合のコイル電圧は12Vである必要はありません。一般
に機械式リレーのコイル電圧は5V、12V、24Vが入手し易くなっています。また半導体リレーの場
合は5V～24V対応の様に、駆動側の電圧範囲が大きい種類も市販されています。
例では電源を共通としたので、ACアダプタの12Vを分岐するため、一度DCジャックで受け、RBIO-
4Sの電源用DCプラグとリレー動作用を取り出します。リレーのコイル（駆動部）に、RBIO-4Sの
出力が動作した際に接点を通してDC12Vが供給される様に接続します。
これにより、RBIO-4Sの出力が、さらに高容量のリレーを駆動できる様になります。
回路例には「ZNR」と記入された円盤状の素子が接続されていますが、これはバリスタと呼ばれる
過電圧を吸収する素子です。メーカにより、呼び名が異なりますが、ZNRやTNRと呼ばれる様です。
リレーのコイルと並列に22Vタイプ（記号は220と記載されている）とAC100Vを開閉しているリ
レーの接点に220V（記号は221と記載されている）をそれぞれ接続しています。
この様な過電圧吸収用素子を実装しないと、接点開閉に伴って発生するノイズで本器搭載のコント
ローラが暴走してしまいます。
過電圧を吸収できれば、バリスタ以外でもかまいませんが、必ず何らかの処置は行ってください。

リレーの例としてオムロン製では
G4W-1123A-US-TV8 DC12  (15A 開閉可能）
G6C-1117P-US DC12 (8A開閉可能）

リレー部分

ＡＣアダプタ
ＮＧ ＯＫ

ＳＴＯＰ

基板
ＲＢＩＯ－４Ｓ

１２Ｖ １Ａ 程度

電源の分岐
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